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ボランティアセンターは、ボランティア活動をしたい方と、ボランティアに来てほしい方をつなげるお

手伝いをしています。また、ボランティア活動に関する情報提供や、講座の開催なども行っています。 

   

 

  

 

ボランティア活動 
始めてみませんか？ 

「やってみたい」 

「来てほしい！」 

どちらの方も 

まずは、お問合せ

ください。 

 

みなさんにとって、「○ふだんの○く らしの○し あわせ」とは何でしょうか？ 

地域に暮らす高齢者や障がいのある方の存在を知り、思いや悩みを共有す
ることで、さまざまな生活や生き方があることに気づく 

ことが大切です。そのきっかけづくりとして、社協では 
「福祉学習」をすすめています。 

 企業・事業所の研修や、地域の学びの場の一環として 

「福祉学習」をはじめてみてはいかがでしょうか？ 

mailto:nfo@minamiawaji-shakyo.or.jp


 

 

                                   2022．4 

 
こんな時だからこそ 

こんな時にこその つながりツール 第３弾 

ボランティアグループ 小鳩会  

「小鳩会」は南あわじ市 民生委員・児 
童委員のO.G女性５人組のボランティア 

グループです。高齢者施設に訪問し、カ 
フェのお手伝いをしていましたが、コロナ 

禍になり、施設への訪問もままならない 
状況となりました。 

そこで、「会いに行けないなら、みんな
で絵手紙を描いて持っていこう！！」と代表者さんが、他のメンバー

に教えながら、それぞれが思いを込めて、たくさんのかわいい絵手
紙を制作して高齢者施設に届けられました。また、近所の高齢者の

お宅にも絵手紙を持って訪問されたそうです。お会いしたいけれど、
自粛しないといけないコロナ禍の「こんな時だからこそ」の活動をさ

れています。小鳩会のメンバーの思いが、カードを受け取られたみ
なさんに温かいメッセージとして届いたことと思います。 
 

つながりツール 

つながりツール 

栄養は命の泉・美の泉…「いずみ会」  
兵庫県いずみ会は、「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に、子どもからお年寄りまで幅広い年

代を対象に地域に根ざした食育活動を実践しているボランティア団体です。南あわじ市では旧町ごとに４
支部の「いずみ会」が活動をされています。支部ごとに担当部門があり、三原支部はシニア担当となって
いるそうです。  
１２月、「おたふくいきいきサロン」に三原支部「いずみ会」のメンバーが訪問し、フレイルカルタ大会を

催しました。社協のウグイス嬢（？）がカルタを読み上げ、サロンのみなさんが、フレイル予防に注意した内
容のカルタを取り合う白熱戦を演じました。調理はできませんが、食の 
大切さについてカルタを介して教えていただきました。 
コロナ禍で、調理をともにし、食を介して知ることが難しい状況となり、 

食の大切さを伝えるための活動の幅が大きく制限されました。そのジレ 
ンマの中、「こんな時にこそ」のつながりを工夫されていました。また、 
声を出して会話することの大切さをフレイル予防のカルタを通じてしみ 
じみと実感できました。帰りにお土産のランチョンマットいただきました。 
みなさんお家で使われているといいな～。 
 

社協入り口近くで、小鳩会が
制作された絵手紙を展示してい
ます。ぜひ、ご覧ください♪ 
 

人に頼られるってどんな気持ち？ 
たよられるとうれしい！ 
困っている人がいたら、ほっておけないのが人情。 
でも、親しい間柄とて、「助けてほしい」とはなかなか 
言い出せないものだから、 
気になる方へ近づき過ぎず、離れ過ぎず、 
気にかけて（こっそり見守って） 
…今世風見守りもいいかも 

トントントンカラリンとご近所さん 

玄関あけたら おはようさん 

今日はとってもいい天気 

行ってらっしゃい 行ってきます  

（隣組の節で♪） 

１日３食 
バランスよく 
食べよう！ 


